
 

 

 

 

今後の看護教員のあり方に関する検討会 

開催要綱 

 

 

１．趣旨 

「看護の質の向上と確保に関する検討会」において、看護教員の質の向上と確

保が重要であり、看護教員の専門性を高めるための教員の継続教育や、看護教員

が臨床現場で実践能力を保持・向上するための機会の確保、高度実践能力を持つ

看護職員の活用など、養成機関の創意工夫が重要であることが示された。 

そこで本検討会においては、看護教員の資質の維持・向上に向けた現状と課題

を把握し、教員の継続教育の促進や看護実践能力の保持・向上に関する方策につ

いて検討する。 

 

 

２．検討課題 

１）看護教員の養成のあり方について 

２）看護教員の継続教育について 

 

 

３．メンバー 

別紙 

 

 

４．運営 

  厚生労働省医政局長の検討会とする。 

本会議の庶務は、厚生労働省医政局看護課で行う。 

議事は公開とする。 

 

 

 

資料１ 



 

 

 

 

 

 

「今後の看護教員のあり方に関する検討会」 メンバー 

 

 

 

 

石渡 祥子    成田赤十字病院看護部長 

井部 俊子    聖路加看護大学学長 

岩本 郁子       東京医療センター付属東が丘看護助産学校副学校長 

後藤 修司    学校法人後藤学園理事長 

齊藤 茂子    東京都立荏原看護専門学校校長 

佐藤 仁作    全国看護高等学校長協会理事長 

澤本 和子    日本女子大学人間社会学部教育学科教授 

永山 くに子    富山大学大学院医学薬学研究部看護学科学科長 

野本 百合子    愛媛県立医療技術大学保健科学部教授 

羽生田 俊    日本医師会常任理事 

安酸 史子    福岡県立大学看護学部教授 

林正 健二    山梨県立大学看護学部教授  

別紙 


